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◆	長寿医療制度のお知らせ
◆	特定健診・特定保健指導
◆	木造住宅耐震化
◆	間伐新制度のお知らせ
◆	ブルーベリー植栽補助



▷問合先　三重県後期高齢者医療広域連合事業課（☎０５９－２２１－６８８３）
役場税務住民課（☎６２－２４１２）

保
険
証（
被
保
険
者
証
）

８
月
１
日
か
ら
保
険
証
（
被
保

険
者
証
）
が
変
わ
り
ま
す
（
平
成

20
年
中
の
所
得
な
ど
を
基
礎
と
し

て
算
定
し
、
自
己
負
担
割
合
を
決

定
）。７月

下
旬
に
新
し
い
保
険
証

（
薄
い
ピ
ン
ク
色
）
を
三
重
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

現
在
、
使
用
し
て
い
る
保
険
証

（
薄
い
緑
色
）
は
７
月
31
日
ま
で

の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
か
ら
は
、
必
ず
新
し
い
保
険

証
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
場
合
、
入
院
さ
れ
た
際
な
ど

に
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
後

期
高
齢
者
医
療
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
役
場
税
務
住

民
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て

保
険
料
を
算
定
し
、
賦
課
を
行
い

ま
す
。

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
お
よ
び

納
付
方
法
の
通
知
を
役
場
税
務
住

民
課
か
ら
送
付
し
ま
す
。

▽
保
険
料
の
軽
減
措
置

◦
低
所
得
世
帯
に
属
す
る
人
に
対

す
る
軽
減

被
保
険
者
、
同
一
世
帯
の
世
帯

主
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
他

の
被
保
険
者
の
所
得
の
合
算
額
の

状
況
に
よ
り
、
被
保
険
者
均
等
割

額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、
該
当
す

る
人
に
は
軽
減
措
置
を
行
っ
た
後

の
額
を
通
知
し
ま
す
。

【
均
等
割
額
９
割
軽
減
の
新
設
】

軽
減
判
定
所
得
の
合
計
額
が

33
万
円
以
下
で
、
か
つ
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
年
金
収

入
で
80
万
円
以
下
で
あ
っ
て
、
そ

の
他
の
所
得
が
な
い
場
合
、
均
等

割
額
が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

【
均
等
割
額
７
割
軽
減
の
人
】

軽
減
判
定
所
得
の
合
計
額
が

33
万
円
以
下
で
、
前
述
の
均
等
割

額
９
割
軽
減
に
当
て
は
ま
ら
な
い

場
合
、
本
来
は
７
割
軽
減
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
21
年
度
に
つ
い
て

も
、
現
在
、
追
加
軽
減
（
８
．
５

割
）
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
所
得
割
額
５
割
軽
減
の
継
続
】

平
成
21
年
度
に
お
い
て
も
、
所

得
割
額
を
算
定
す
る
基
準
所
得
が

58
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
収
入
が
年
金
の
み
の
人
の
場
合
、

１
５
３
万
円
以
上
２
１
１
万
円
以

下
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
※

被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
対
す

る
軽
減

資
格
取
得
時
か
ら
２
年
間
に
わ

た
り
、
被
保
険
者
均
等
割
額
を
５

割
軽
減
し
、
所
得
割
額
は
賦
課
し

ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
平
成
22
年
４
月
ま
で

の
保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
均
等

割
額
が
９
割
軽
減
し
た
額
と
な
り

ま
す
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
協
会
け
ん

ぽ
（
旧
政
府
管
掌
健
康
保
険
）、

企
業
の
健
康
保
険
組
合
に
よ
る
健

康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
な
ど
の
こ
と
を
言
い
、

町
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
組
合
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
人
に
は
、
軽
減
措
置

を
行
っ
た
後
の
保
険
料
額
を
通
知

し
ま
す
が
、
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
で
、
軽
減
措
置

が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
、
役
場
税
務
住
民
課

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
や
生
活

困
窮
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著

し
く
困
難
な
人
（
お
お
む
ね
生
活

保
護
基
準
に
準
じ
る
程
度
の
場

合
）
は
、
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
減
免

▷保険料の算定
保険料額は被保険者均等割額および所得割額の合計額となります。

保険料額 ＝
被保険者
均等割額

（３２, ７９６円）
＋

所　得　割　額
｛平成２０年中の総所得金額－基礎控除額（３３万円）｝

×所得割率（６. ０６％）

平成２１年度の保険料率
被保険者均等割額 所得割率 ※原則、県内均一の保険料率ですが、従来の度会町の一人

当たり平均老人医療費が、三重県全体の一人当たり平均老
人医療費と比較して、２０％以上低く抑えられているため、
度会町は不均一保険料が適用されています。３２, ７９６円 ６. ０６％

長寿医療制度（後期高齢 者医療制度）のお知らせ
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や
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

役
場
税
務
住
民
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
保
険
料
の
徴
収

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則

と
し
て
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
人
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た

１
回
当
た
り
の
天
引
き
額
が
、
年

金
の
１
回
当
た
り
の
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
納
付

書
や
口
座
振
替
な
ど
で
納
付
し
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

◦
特
別
徴
収

特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書
と
10
月
以
降

の
年
金
支
給
月
ご
と
に
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
く
額
を
通
知
し
ま
す
。

◦
普
通
徴
収

普
通
徴
収
と
な
る
人
に
は
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書
お
よ
び
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

◦
納
付
方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら

口
座
振
替
へ
変
更
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
変
更
は
、
以
前

は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
４
月
か
ら
要
件
が
撤
廃

さ
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
、
こ
れ
ま

で
の
納
付
状
況
な
ど
か
ら
、
口
座

振
替
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す

る
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。
す
で

に
変
更
の
申
請
を
さ
れ
た
人
や
、

引
き
続
き
年
金
天
引
き
を
希
望
す

る
場
合
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
申
請
の
時
期
に
よ

り
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
時
期
が

異
な
り
ま
す
。

特別徴収の徴収月
徴　収　月

第１回 ４月
第２回 ６月
第３回 ８月
第４回 １０月
第５回 １２月
第６回 ２月

特別徴収額の算定方法

１０月・１２月・２月の
年金天引き額 ＝ 平成２１年度保険料

（平成２０年中の所得を基礎に算定）
－ ４月・６月・８月の年金天引き額

（平成１９年中の所得を基礎とする仮徴収額）

普通徴収の納期

納　　　期

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

長寿医療制度（後期高齢 者医療制度）のお知らせ
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平成２０年４月から、各医療保険者は４０歳以上７４歳以下の被保険者・被扶養者に対して、生活習慣病予防のた
めに『特定健康診査・特定保健指導』を実施することが義務付けられ、健診結果に応じて保健指導が行われるなど、
より皆さんの健康管理が図られるようになりました。

特定健康診査
『特定健診』とはメタボリックシンドロームに着目した健診で、生活習慣病などの早期発見・予防を目的としたも

のです。度会町国民健康保険加入者で、対象となる人には７月初旬に受診券と問診票（受診票）を送付しましたので、
この機会にぜひ受診してください。
※国民健康保険以外の医療保険に加入している人

特定健診は医療保険者に義務付けられたため、社会保険などの被保険者・被扶養者の人は、町で受けることができ
ません。ご加入の医療保険者へお問い合わせください。

各種がん検診は、医療保険者に関係なく今までどおり受けることができます。

長寿医療健康診査
７５歳以上の人など長寿医療の被保険者は、三重県後期高齢者医療広域連合が実施する『長寿医療健康診査』を受

診してください。
※ただし、治療中の病気などにより、受診できない場合もあります。

生活機能評価
６５歳以上の人で、役場から生活機能評価受診券と問診票（受診票）が届いた人は、生活機能評価も受診してください。

特定健診・特定保健指導を受けましょう�
▷問合先　役場税務住民課（☎６２－２４１２）
　　　　　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

実施期間および場所
個別健診
▷実施期間　７月から１１月末
▷実施場所　受託医療機関
集団健診

受診方法
受診券が届きましたら、受託医療機関に直接電話で申

し込み、同封の問診票に記入し、受診の際に、受診券・
保険証と併せて医療機関へ提出してください。

特定保健指導
特定健診の結果から生活習慣の改善で予防効果が期待できる人に対して、『特定保健指導』を行います。個人の状

態に応じたサポートを行っていきます。健診を受けたことで安心せず、『特定保健指導』の対象となった人は、生活
習慣を見直し、健康管理を図りましょう。

▷実施日および場所
実施日 実施場所

９月１３日（日） 町保健センター（総合健診）
９月１４日（月） 町保健センター
９月１５日（火） 麻加江生活改善センター
９月１７日（木） 一之瀬体育館

※集団健診を希望する人は、申し込みが必要です。
詳しくは、次号「広報わたらい」８月号と同時配布の
チラシをご確認ください。

各健診と生活機能評価対象者・受診料（自己負担額）
各健診等区分 対象者 受診料（自己負担額）

特 定 健 康 診 査
４０歳以上７４歳以下の度会町国民健康保険被保険者および
今年度内に７５歳になる人のうち、昭和９年９月１日から
昭和１０年３月３１日生まれの度会町国民健康保険被保険者

１，０００円

長寿医療健康診査 ７５歳以上の人（昭和９年８月３１日以前）および６５歳
以上の長寿医療被保険者

住民税課税世帯　　５００円
住民税非課税世帯　２００円

生 活 機 能 評 価 ６５歳以上の人で受診券と問診票（受診票）が届いた人 無　　　　料

75歳以上の方は長寿医療健康診査を！
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大
地
震
が
起
こ
る
と
耐
震
性
の
低
い
住
宅
は
倒
壊
し
、
一
瞬
の
う
ち
に
大
切
な
住
ま
い
や
家
族

を
失
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
地
震
に
備
え
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
無
料
耐
震
診
断

わ
が
家
が
地
震
に
対
し
て
安
全

な
の
か
、
ど
の
程
度
危
険
な
の
か

を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
木
造

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
（
耐
震
診

断
費
用
４
５
，
０
０
０
円
は
、
国
・

県
・
町
が
負
担
し
ま
す
）
を
受
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
募
集
戸
数　

10
戸

※
申
し
込
み
は
１
人
に
つ
き
１
戸

で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

～
11
月
30
日
（
月
）

▽
対
象
と
な
る
住
宅

度
会
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
次

の
①
か
ら
④
の
項
目
す
べ
て
に
該

当
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
た
（
工
事
着
手
し
た
）
木
造

住
宅

②
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
延
べ
面
積
の
半
分
以
上

が
住
宅
用
で
あ
る
こ
と

③
階
数
が
３
階
以
下

④
在
来
軸
組
構
法
、
伝
統
的
構

法
、
枠
組
壁
工
法
の
住
宅
で
、

丸
太
組
工
法
の
住
宅
で
な
い
も

の
※
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
は
、

専
門
家
の
目
視
に
よ
る
耐
震
診
断

で
す
。

耐
震
補
強
補
助
制
度

補
助
を
受
け
る
に
は
事
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
ま
た
所
得
制
限

な
ど
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
戸
数　

２
戸

※
申
し
込
み
は
１
人
に
つ
き
１
戸

で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

～
８
月
31
日
（
月
）

▽
対
象
と
な
る
耐
震
補
強
工
事

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
た
（
工
事
着
手
し
た
）
住
宅
で
、

耐
震
診
断
の
結
果
が
、「
倒
壊
・

大
破
壊
の
危
険
性
が
高
い
（
総
合

評
点
０
．
７
未
満
）」
と
な
っ
た

住
宅
を
、
筋
交
い
や
合
板
に
よ
る

壁
の
補
強
な
ど
を
施
し
、「
一
応

安
全
と
い
え
る
住
宅
（
総
合
評
点

１
．
０
以
上
）」
に
す
る
工
事

便
乗
商
法
、
点
検
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
費

の
補
助
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

な
い
お
宅
に
、
県
や
町
が
耐
震
関

連
業
者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
総
務
課

（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）

夏の交通安全県民運動
７月11日（土）～20日（月）

運動の重点
◦子どもと高齢者の交通事故防止
◦シートベルトの正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶

町では、夏の交通安全県民運動期間中に交通
安全キャンペーンを実施します。
▷実施日時　７月１１日（土）
　　　　　　午前１０時３０分～
▷実施場所　グッディ度会店
　　　　　　プライスカット度会店
▷問 合 先　役場総務課（☎６２－１１１１）

⁷⁄₁₁㈯

地
震
に
強
い
住
宅
に
住
も
う
！ 

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

交通安全キャンペーンを実施
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児童虐待とは・・・
児童虐待とは、親権者に限らず、保護者が監護する児童に対して行う行為のことで、次

の４つに分類されています。
◦身体的虐待
外傷が生じる、または生じる恐れのある暴行を加えること
◦ネグレクト（不適切な養育・放置）
児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食、または長時間にわたる放置、その他
の保護者としての監護を著しく怠ること
◦性的虐待
わいせつな行為をすること、または児童にわいせつな行為をさせること
◦心理的虐待
児童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと（言葉による脅かしや拒否的な態度など
で極端な心理的外傷を与えること）

ス
ト
ッ
プ
�
児
童
虐
待

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
連
絡
を

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

児童虐待を発見したら・・・
児童虐待を発見したら、速やかに役場や児童相

談所などに通告しなければなりません。これを通
告義務と言います。この通告義務は、一般の人も
含め、虐待を発見した人すべてに課せられた義務
です。

通告先
役場福祉保健課　　　☎６２－２４１３
南勢志摩児童相談所　☎２７－５１４３

児童虐待防止法の改正
◦児童虐待の定義を見直し、通告義務の拡大
◦虐待の通告先として市町村が明確化される

児童福祉法の改正
◦市町村は、虐待を含めた子どもに関する相談の第一義的窓口となる
◦市町村は、要保護児童の状況の把握や情報交換を行うための協議会を設

置することができる

➡
　度会町においても、これらの法改正に伴い、平成１８年１２月に「度会町要保護児童等対策協議会」を設置・運
営しています。

「児童虐待防止法」と「児童福祉法」の改正
児童虐待の早期発見や虐待を受けた児童の保護などに、より適切に対応できるよう、平成１６年１０月に「児童虐

待防止法」と「児童福祉法」の一部が改正されました。

住民・児童本人・家族・民生委員・児童委員・保育所・学校・放課後児童クラブ
教育委員会・医療機関・警察・福祉事務所・その他の機関  

相談・通告経路

南勢志摩
児童相談所

通告 通告 

役場　福祉保健課

招集 

度会町要保護児童対策協議会

ケース会議（随時開催）

代表者会議（報告・機関調整など）

実務者会議（定期開催）

送致 

協力依頼

定期的な情報提供

参加、助言・指導

参加、助言・指導

助言 情報提供 

6広
報わたらい（№ 528）



▽
採
用
職
種　

事
務
職

▽
採
用
予
定
数　

２
名

▽
受
験
資
格

◦
昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

◦
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に

該
当
し
な
い
人

▽
受
験
申
込

◦
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

～
７
月
24
日
（
金
）（
た
だ
し

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
午

前
９
時
～
午
後
５
時

◦
申
込
先　

役
場
総
務
課
ま
で
直

接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
７
月
24

日
（
金
）
必
着
）

◦
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
（
試
験
日
前
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）

②
自
筆
履
歴
書
（
試
験
日
前
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）

③
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明

書
④
最
終
学
校
成
績
証
明
書

※
高
等
学
校
在
学
中
の
人
は
、
提

出
書
類
の
う
ち
、
②
③
④
に
つ
い

て
は
、
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募

用
紙
〔
そ
の
１
（
履
歴
書
）
そ
の

２
（
調
査
書
）〕
を
使
用

▽
第
１
次
試
験

◦
日
時　

９
月
20
日
（
日
）

受
付　

午
前
９
時
10
分
～
９
時

40
分

教
養
試
験　

午
前
10
時
～
正
午

適
性
試
験　

午
後
１
時
～
２
時

30
分

◦
場
所　

県
立
松
阪
工
業
高
等
学

校
（
松
阪
市
）

◦
内
容　

教
養
試
験
（
公
務
員
と

し
て
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
び

知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る

筆
記
試
験
）、
適
正
試
験
（
職

員
と
し
て
の
適
応
性
を
み
る
試

験
）

◦
持
参
す
る
も
の　

受
験
票
、
筆

記
用
具
（
Ｈ
Ｂ
以
上
の
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
な
ど
）、
昼
食

▽
第
２
次
試
験

◦
日
時
お
よ
び
場
所　

第
１
次
試

験
合
格
者
に
通
知

◦
内
容　

面
接
、
作
文

▽
給
与　

度
会
町
職
員
給
与
条
例

に
よ
り
支
給

一人ひとりの命がずっと前
から、そしてずっと後まで続い
ていくということを子どもた
ちにもわかりやすく楽しく教
えてくれる絵本。途中のページ
を広げると、ものすごくたくさんのご先祖様が現れ
て、自分が毎日生きていることの不思議さを感じま
す。

　地域交流センターの図書室はどなたにもご利用
していただけます。

▷今月の貸出日　７月１１日（土）、２５日（土）
　　　　　　　　午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日
▷問合先　町地域交流センター
　　　　　（☎６３－００７０）

その他のお薦め

『いのちのおはなし』
日野原 重明 作／村上 康成 絵

『十歳のきみへ』	 日野原 重明 著

図書室だより

▽
採
用
予
定
日　

平
成
22
年
４
月

１
日

▽
そ
の
他

◦
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
用
紙
は
、

役
場
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

◦
前
職
が
あ
る
場
合
は
、
職
種
、

職
務
内
容
を
履
歴
書
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課

（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）

平
成
22
年
度
採
用
予
定

度
会
町
職
員
を
募
集

職員の人事異動

－６月２２日付け－
※（　）は前任

出納室
主査　山北　早苗（教育委員会事務局）

お薦めの絵本

『いのちのまつり
　　　　ヌチヌグスージ』

草場 一壽 作／平安座 資尚 絵
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制度活用の手順
制度についての詳しい話を聞く
森林組合、役場産業建設課窓口、県林業普及指導員などにご相談ください。
■いせしま森林組合　☎６２－００１８
■役場産業建設課　　☎６２－２４１６
■県林業普及指導員　☎２７－５２６５

町が作成する「特定間伐等促進計画」に位置付ける
計画には、間伐などの実施主体、実施箇所、面積、実施時期などを記載します。
森林組合または、役場にご相談ください。

間伐を実施する
森林組合などに委託することができます。事後申請は対象外となりますので、間伐を実施する前にご相談
ください。

１

2

3

高齢林間伐（林齢３６年生以上）を森林組合に委託した場合の補助

間伐新制度（平成２４年度まで）の主なメリット
１．手続きの簡素化

町が作成する「特定間伐等促進計画」に位置付けることで、さまざまな補助の対象となります。

２．少ない自己負担
計画に位置付けることで、国や県が費用を補助します。平成２４年度までの特別措置で従来よりも高率な補助を

受けることができます。
３．間伐補助対象の拡大
「人工林、実施面積（０．１ヘクタール以上）、林齢１１年生以上」が主な補助対象の条件となります。
４．伐採届出が不要

森林法によって義務付けられている事前の伐採届出が不要になります。

従来の制度
総　事　業　費

標　準　事　業　費 事務手数料等
標準事業費の約５０％ 標準事業費の約５０％＋事務手数料等

補助 （国・県） 自　　己　　負　　担

新制度
総　事　業　費

標　準　事　業　費 事務手数料等
標準事業費の約８５％ 標準事業費の約１５％＋事務手数料等

補助（国・県） 補助（町）　１／２ 自己負担　１／２
※標準事業費とは県が定める間伐の標準単価に基づくものです。 
※造林事業（林齢１１～３５年生）の補助率も高率補助となっています。

間伐新制度のお知らせ
近年、間伐などの手入れが不足する森林が増えるなど、森林の機能低下が危惧

されています。将来への森林づくり、地球温暖化防止に向け、地域にとってかけ
がえのない森林を健全に育てることが必要です。

平成２４年度までの間、一定の要件を満たす間伐などに高率な補助を受けるこ
とができる特別措置が講じられます。森林の整備をお考えの人は、ご相談ください。
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町
で
は
、
遊
休
農
地
対
策
や
荒
廃
農
地
の
防
止
を
目
的
に
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
植
栽
補
助
を

平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
補
助
要
件

①
土
壌
改
良
（
ピ
ー
ト
モ
ス
を
投

入
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
も

の
）
を
行
い
、
１
ほ
場
２
ア
ー

ル
以
上
で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

植
栽
さ
れ
る
人
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

※
１
ア
ー
ル
当
た
り
12
本
の
植
栽

を
基
準
と
し
ま
す
。

②
右
記
の
ほ
場
で
、
茶
・
し
き
み

な
ど
を
抜
根
し
て
植
栽
を
さ
れ

る
人
に
は
追
加
で
補
助
を
行
な

い
ま
す
。

③
植
栽
後
の
農
地
は
、
５
年
間
転

用
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

※
植
栽
補
助
は
年
間
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
し
ま
す
の
で
、
申
込
期
限
内

で
も
目
標
面
積
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
植
栽
補
助
の
お
知
ら
せ

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
建

設
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
６
）

▽
開
催
日　

９
月
５
日
（
土
）

▽
開
催
場
所　

町
商
工
会
謝
恩
セ
ー

ル
抽
選
会
場
内
（
宮
リ
バ
ー
度

会
パ
ー
ク
）

▽
応
募
期
間　

８
月
17
日
（
月
）

～
31
日
（
月
）

▽
応
募
方
法　

役
場
産
業
建
設
課
、

バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い
産
直
市
に

応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
産

業
建
設
課
へ
持
参
す
る
か
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
１
人
１
個
ま
で
の
参
加
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
内
容　

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
の

重
さ
を
競
い
ま
す
。
町
商
工
会

謝
恩
セ
ー
ル
抽
選
会
に
お
い
て

１
位
か
ら
３
位
と
特
別
賞
を
表

彰
し
ま
す
。

▽
か
ぼ
ち
ゃ
の
受
付　

９
月
４
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

に
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
第
２

駐
車
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
建

設
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
２
︱
１
１
３
８
）

第
１
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

６
月
18
日

大た
い

漁ぎ
ょ

旗ば
た

喫き
っ

水す
い

深
き
鰹

か
つ
お

船ぶ
ね

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

若
葉
か
げ
鯉こ

い

産さ
ん

卵ら
ん

の
水
し
ぶ
き

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

玉た
ま

葱ね
ぎ

を
吊つ

る

す
青
竹
撓し

な

は
せ
て

立　

岡　

牧　
　

明
子

安あ

ず

み

の

曇
野
や
水
の
匂
へ
る
花
山わ

さ
び葵

棚　

橋　

松
本　

貞
子

白し
ら

鷺さ
ぎ

の
上
げ
し
抜
き
足
水
光
る

田　

間　

村
山　

和
美

合ね

歓む

の
花
た
そ
が
れ
早
き
峡か

い

の
村

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

水
門
の
鎖く

さ
り

さ
び
を
り
水
す
ま
し

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

孫
の
目
の
輝か

が
や

く
苺

い
ち
ご

摘つ

み
に
け
り

当　

津　

尾
嵜　
　

勝

●
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
の
国
家
公
務
員
の
期
末
・

勤
勉
手
当
等
に
関
す
る
勧
告
に
準

拠
し
、
町
職
員
の
本
年
６
月
の
期

末
・
勤
勉
手
当
の
一
部
を
暫
定
的

に
凍
結
す
る
た
め
、
条
文
の
整
備

を
し
ま
し
た
。

◎
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

度
会
町
職
員
給
与
条
例
と
整
合

性
を
図
り
、
町
長
お
よ
び
副
町
長

の
本
年
６
月
の
期
末
手
当
の
一
部

を
暫
定
的
に
凍
結
す
る
た
め
、
条

文
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例度
会
町
職
員
給
与
条
例
と
整
合

性
を
図
り
、
教
育
長
の
本
年
６
月

　

平
成
21
年
第
３
回
度
会
町
議
会
臨
時
会
が
、
去

る
５
月
25
日
に
招
集
、
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
、
条

例
改
正
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
3
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
を
開
催

の
期
末
手
当
の
一
部
を
暫
定
的
に

凍
結
す
る
た
め
、
条
文
の
整
備
を

し
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

◦
度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◦
平
成
20
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

●
報
告

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

平成１３年４月から度会町指定収集袋を導入し、ごみの分別に対して、排出者として自覚と
責任をもっていただくために字名・氏名の記入をお願いしてきました。

皆さんのご協力により、ごみの分別も定
着しましたことから、字名・氏名の記入を
廃止します。今後も引き続きごみの分別に
ご協力をお願いします。
※字名・氏名の記入欄のない収集袋への

切り替えは、平成２２年４月ごろの予定です。
▷記入廃止期日　８月３日（月）
▷問 合 先　役場生活環境課（☎６２－２４１５）

字
名・氏
名
の

記
入
が
不
要
に
！

度会町指定収集袋への
字名・氏名の記入を廃止します
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平成21年度自衛官等募集
▷問合先　防衛省 自衛隊伊勢地域事務所（TEL/FAX ２３−３８８０）
　　　　　〒５１６−００１７　伊勢市神久２−１−５８　角屋ビル２階
※度会町は、法定受託事務として、自衛官募集事務を行っています。

■一般曹候補生／２等陸・海・空士

募集種目 一般曹候補生
２等陸・海・空士

男子 女子

資　　格 １８歳以上２７歳未満の人 １８歳以上２７歳未満の人

受付期間 ８月１日～９月１１日 年間を通じて募集 ８月１日～９月１１日

試験期日 １次：９月１９日
２次：１０月８日～１５日 受付時に告知 ９月２７・２８日

いずれか１日を指定

合格発表 １次：１０月２日
最終：１１月１１日 試験時に告知 １１月１３日

入　　隊 平成２２年３月下旬～４月上旬 採用予定通知書にて告知 平成２２年３月下旬～４月上旬

■航空学生／看護学生
募集種目 航空学生 看護学生

資　　格 高卒（見込含）２１歳未満の人 高卒（見込含）２４歳未満の人

受付期間 ８月１日～９月１１日 ９月７日～１０月２日

試験期日

１次：９月２３日
２次：１０月１７日～２２日
３次：１１月１４日～
　　　　　　　１２月１８日

１次：１０月２４日
２次：１１月２１・２２日

合格発表

１次：１０月９日
２次：１１月　空５日
　　　　　　　海９日
最終：平成２２年１月２２日

１次：１１月５日
最終：平成２２年１月８日

入　　隊 平成２２年３月下旬～４月上旬

■防衛大学校学生／防衛医科大学校学生

募集種目
防衛大学校学生

防衛医科大学校学生
推薦試験 一般試験

資　　格
高卒（見込含）２１歳未満の人
推薦については高等学校長の推薦
等が別途必要です

高卒（見込含）２１歳未満の人 高卒（見込含）２１歳未満の人

受付期間 ９月５日～９日　 ９月７日～１０月２日　 ９月７日～１０月２日

試験期日 ９月２６・２７日 １次：１１月７・８日
２次：１２月１５日～１９日

１次：１０月３１・１１月１日
２次：１２月２日～４日

合格発表 １１月４日 １次：１２月４日
最終：平成２２年２月１６日

１次：１１月２４日
最終：平成２２年２月１２日

入　　隊 平成２２年４月上旬
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度会町人権・同和教育推進協議会
担当／役場総務課

人
権
に
つ
い
て

考
え
る

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
保
障

さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
自
立
し
た
個
人
と

し
て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
多
様
な
生
き
方
が
認
め
ら

れ
る
社
会
で
す
。

ま
ず
は
、「
男
女
共
同
参
画
」

に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
少
し
ず

つ
理
解
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
三

重
県
の
「
男
女
共
同
参
画
」
の
主

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

社
会
と
は
・
・
・

○
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
フ
レ
ン
テ
み
え
」（
津
市
）

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
は
、
三

重
県
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推

進
す
る
拠
点
施
設
で
す
。

「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
で
は
、
情

報
発
信
・
研
修
学
習
・
相
談
・
調

査
研
究
・
参
画
交
流
の
５
つ
の
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
情
報
発
信

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報

を
収
集
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

②
研
修
学
習

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
、

地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
す

る
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
相
談

男
女
が
自
立
し
、
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
く
上
で
、
家
庭
・
地
域
・

職
場
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

④
調
査
研
究

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
に
解
決
す
べ
き
諸
問
題
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
参
画
交
流

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
団
体
を

は
じ
め
、
県
民
の
参
画
と
交
流
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

各
種
講
座
や
研
修
学
習
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▽
問
合
先

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」

☎
０
５
９
︱
２
３
３︱

１
１
３
０

○
「
み
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ザ
」

（
四
日
市
市
）

仕
事
に
意
欲
の
あ
る
女
性
な
ど

が
、
就
職
を
は
じ
め
と
し
た
社
会

参
加
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
関
す
る
相
談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活

動
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
就
業
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

向
け
て
電
話
や
面
談
で
必
要
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
情
報
提
供

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向

け
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
設
置
し
て
あ
る
パ
ソ
コ
ン
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
や
適
職
診

断
な
ど
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
フ
ロ
ア
内
の
「
マ

ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
四
日
市
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）」
と
連
携
を
図
り
、
具

体
的
な
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
問
合
先

み
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ザ

☎
０
５
９
︱
３
５
６︱

３
９
５
５
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体
育
祭

　
壮
行
会

６
月
８
日
、
平
成
21
年
度
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
全
員

で
創
作
し
た
ク
ラ
ス
旗
を
先
頭
に
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
堂
々
と
し
た
入
場

行
進
で
幕
が
開
き
、
す
べ
て
の
競
技
に
精
一
杯
若
い
力
を
ぶ
つ
け
ま
し

た
。
毎
年
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

今
年
も
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
短
い

期
間
に
集
中
し
た
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

僕
た
ち
３
年
１
組
は
、
気
合
い
と
団
結
力
で
、
ク
ラ
ス
全
員
が
楽
し

く
で
き
る
よ
う
に
体
育
祭
に
臨
み
ま
し
た
。

応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
「
ソ
ー
ラ
ン
」
は
、
始
め
は
全
然
踊
れ
な

く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
や
る
気
を
出
し
て
練
習
し
た
の
で
、

だ
ん
だ
ん
う
ま
く
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

僕
た
ち
の
中
で
最
高
の
出
来
で
し
た
。

競
技
に
も
応
援
に
も
精
一
杯
力
を
入
れ
、
声
が
か
れ
る
く
ら
い
頑
張

り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
全
員
で
必
死
に
頑
張
っ
た
の
で
優
勝
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

（
３
年　

山
口
拓
郎
）

５月２９日から３１日まで、平成２１年度三重県高等学校総合体育大
会（県総体）が開催され、度会校舎からも多数の生徒が参加し、選手全
員、健闘しました。６位までが東海総体に出場します。
【陸上競技部】
男子円盤投　〈２位〉南　　星人（３年）４３ｍ４４
　　　　　　〈６位〉田中　良典（２年）３８ｍ１２
男子砲丸投　〈２位〉山本　大紀（３年）１４ｍ６１
男子三段跳　〈７位〉山口　康宏（１年）１３ｍ４８
女子やり投　〈２位〉奥村つかさ（１年）４１ｍ６１
女子砲丸投　〈７位〉西村　理絵（２年）１０ｍ４６
女子円盤投　〈７位〉奥村つかさ（１年）３４ｍ２８

県総体結果 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

７月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
○ ○ ○ ×

5 6 7 8 9 10 11
× ○ ○ × ○ ○ ×
12 13 14 15 16 17 18
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
19 20 21 22 23 24 25
× × ○ ○ ○ ○ ×
26 27 28 29 30 31
× ○ ○ ○ ○ ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承

ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。

http://booklog.jp/users/watarailib

５
月
28
日
、
平
成
21
年
度
三
重
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
県
総
体
）
に
出
場
す
る
陸
上
部
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
柔
道
部
・
卓
球
部
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
生
徒
会

役
員
・
野
球
部
・
家
庭
部
・
交
流
文
化
部
で
応
援
団
を
結
成
し
、
放
課

後
の
時
間
を
使
っ
て
、
一
生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
入
場
し
た
選
手
団
を
、
全
校
生
徒
と

応
援
団
が
拍
手
で
迎
え
入
れ
、
交
流
文
化
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
校
歌

を
斉
唱
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
代
表
が
試
合
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
話
し
、
選
手
団

は
准
校
長
か
ら
激
励
の
言
葉
・
応
援
団
か
ら
の
エ
ー
ル
・
生
徒
会
長
か

ら
の
激
励
を
受
け
、
翌
日
か
ら
の
試
合
で
精
一
杯
頑
張
る
こ
と
を
約
束

し
て
、
全
校
生
徒
の
盛
大
な
拍
手
の
中
、
壮
行
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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「心の輪を広げる体験作文」
「障害者週間のポスター」
作品募集
障害のある人とない人との心のふ

れあい体験を綴った「心の輪を広げ
る体験作文」と、障害のある人に対
する国民の理解を広めるための「障
害者週間のポスター」を募集します。
心の輪を広げる体験作文
▶募集テーマ

出会い、ふれあい、心の輪～障害
のある人とない人の心のふれあい
体験を広げよう～
▶応募資格

小学生以上（特別支援学校の小学
部、中学部および高等部の児童生
徒を含む）
▶応募締切　９月１１日（金）
障害者週間のポスター
▶募集テーマ

障害の有無にかかわらず、誰もが
能力を発揮して安全に安心して生
活できる社会の実現
▶応募資格

小学生および中学生（特別支援学
校の小学部および中学部の児童生
徒を含む）
▶用 途

最優秀作品１点を内閣府が作成す
る「障害者週間のポスター」の原
画に使用
▶応募締切　９月１１日（金）

応募方法など、詳しくはお問い合
わせください。
▶申込・問合先

県 健 康 福 祉 部 障 害 福 祉 室（ ☎
０５９－２２４－２２７３）

夏休み親子リサイクル教室を開講
伊勢リサイクルプラザでは、小学

生を対象に夏休み親子リサイクル教
室を開講します。

多数のご参加をお待ちしています。
夏休み親子リサイクル教室日程
①７月２５日（土）
▶教 室 名　夏休み自由研究のアド

バイス
▶用意するもの　筆記用具
②７月２６日（日）
▶教 室 名　紙すき・廃油石けん作り
▶用意するもの　食用油の廃油を牛

乳パックに３分の１
③８月８日（土）
▶教室名　簡単な鍋帽子作り
▶用意するもの　裁縫道具、ミシン、

キルティング布（鍋の大きさ分）
④８月９日（日）
▶教 室 名　紙すき・廃油石けん作り
▶用意するもの　食用油の廃油を牛

乳パックに３分の１
⑤８月２２日（土）
▶教 室 名　サンドブラスト
▶用意するもの　コップ、空きびん
共通事項
▶開講時間　午前１０時～正午
※７月２６日（日）、８月９日（日）
は午前１０時～午後３時
▶申込方法

各教室とも電話にて受付
▶定 員　各教室１０組
▶申込期限　各教室とも開講日の１

週間前（定員になり次第締切）
▶申込・問合先　伊勢リサイクルプ

ラザ運営委員会事務局（☎３８－
２８００）

Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

『いい歯の８
は ち

０
ま る

２
に い

０
ま る

コンクール』
参加者募集
▶対 象 者　昭和４年１１月５日以

前に生まれた人で、２０本以上歯
があり、全身的に健康な人
▶募集期限　９月５日（土）
▶応 募 先　お近くの歯科医院
▶問 合 先

県歯科医師会（☎０５９－２２７
－６４８８）または役場福祉保健
課（☎６２－１１１２）

食品表示１１０番を
ご利用ください
食品表示に対する消費者の関心が

高まり、食品の品質表示の一層の適
正化を図るため、食品の表示につい
ての情報提供や問い合わせを受ける
ホットラインを設置しています。

お気軽にご利用ください。
▶問 合 先

東海農政局三重農政事務所表示・
規 格 課（ ☎ ０ ５ ９ － ２ ２ ８ －
３ １ ５ ３） ま た は 県 健 康 危 機
管 理 室（ ☎ ０ ５ ９ － ２ ２ ４ －
２３５８）

お済みですか　地デジの準備
２０１１年７月２４日にアナログ

放送が終了し、地上デジタル放送に
移行します。

皆さんのご家庭では、地上デジタ
ル放送の受信準備はお済みですか。
▷問 合 先

総務省地デジコールセンター
（☎０５７０－０７－０１０１）
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ご利用ください
国税局「電話相談センター」
納税者の皆さんからの電話による

国税に関する質問・相談を、国税局
『電話相談センター』で受けています。

このため、税務署の代表電話の受
付は自動音声案内となっています。
操作方法は音声案内に従ってくださ
い。

また、個別的な照会に対する税務
署での面接相談は、十分な時間を
もって適切な対応ができるよう「事
前予約制」としています。

なお、税金の納付相談で税務署へ
お越しいただく際には事前の予約は
必要ありません。
※予約の際には、住所・氏名・相
談内容などをお伺いします。
▶問 合 先　伊勢税務署

代表番号（☎２８－３１９１）

第４６回「友愛のつどい」
参加者募集
（社）三重県身体障害者福祉連合

会では、適齢期を迎えながら、結婚
の機会に恵まれない未婚の障がい者
に出会いの場を提供する「友愛のつ
どい」を開催します。
▶開催日時　午前１０時３０分～午

後３時　※午前１０時受付
▶開催場所　六華苑レストランＲｏ

ｃｃａ（桑名市）
▶対 象 者　県内および三重県周辺

に居住する未婚の男女、障がい者
を理解し結婚を希望する人

▶定 員　男女各２０人（先着順）
▶参 加 費

・男性　２，０００円
（付添者　２，０００円）
・女性　無料
（付添者　２，０００円）

▶申込期限　７月２１日（火）
申込方法など、詳しくはお問い合

わせください。
▶申込・問合先
（社）三重県身体障害者福祉連合会
（☎０５９－２３２－６８０３）

身体障がい者補助犬の
貸与者を募集
障がい者の就労など社会参加を推

進するため、身体障がい者補助犬を
貸与します。
▶貸与の対象者

障がい者であって、身体障がい者
補助犬を使用することにより、就
労など社会活動への参加に効果が
あると認められる人
▶募集期間

７月２１日（火）～１２月２１日（月）
申請手続きや内容など、詳しくは

お問い合わせください。
▶申込・問合先
（社）三重県身体障害者福祉連合会
（☎０５９－２３２－６８０３）

こども相談を開催
お子さんに関する心配事などで悩

んでいませんか。町では『こども相
談』を開催します。お気軽にお申込
みください。
▶開催日時　７月２９日（水）

午前９時３０分～午後３時
▶申込期間

７月２１日（火）～７月２３日（木）
※要予約
▶開催場所　町保健センター
▶相 談 員　籠谷博子先生（臨床心

理士・元県児童相談所勤務）
▶対 象 者　乳幼児および小・中学

生のお子さんとその保護者
▶相談内容　育児、こころとからだ、

言葉、不登校、落ち着きがないな
ど
▶費 用　無料
※相談内容の秘密は堅く守ります。
▶申込・問合先

町福祉保健課
（☎６２－１１１８）

日本脳炎の
予防接種について
平成２１年６月に日本脳炎の新し

いワクチンが発売されましたが、供
給予定量に満たないことや安全性の
確認など、現時点では積極的に勧奨
する段階に至っていないため差し控
えています。

ただし、日本脳炎に感染する恐れ
が高いと認められる人（流行地へ渡
航する場合、蚊に刺されやすい環境
にある場合など）で、その保護者が
接種を特に希望する人については、
接種していただくことも可能ですの
で、各医療機関へお問い合わせ下さ
い。対象年齢範囲内で未接種の人に
限り、費用は引き続き無料で受けら
れます。

なお、１回でも旧ワクチンで接種
を受けた人は、現時点では安全性・
有効性が確立されていないため新ワ
クチンは使用できませんのでご理解
ください。
▶問 合 先

役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）

食中毒にご用心を！
近年、カンピロバクターやサルモ

ネラによる食中毒が増加しており、
特にカンピロバクター食中毒の原因
の半数は、鶏肉を中心とした肉類の
生食、もしくは加熱不足が原因です。
これから野外でバーベキューを楽し
むなどといった季節になってきまし
たのでくれぐれも食中毒にご用心く
ださい。

食中毒予防の３原則は「菌をつけ
ない、菌を増やさない、殺菌する」
です。

カンピロバクターは少量の菌でも
感染し、抵抗力の弱い子どもに多く
発症します。しっかり加熱し、生肉
をつまんだ箸で食べないようにする
など気をつけましょう。
▶問 合 先

役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）
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Watarai Information

合同行政相談所を開設
国や特殊法人などの仕事について、

皆さんから苦情や意見、要望をお聞
きし、その解決の促進を図るため、
人権相談と併せた行政相談所を開設
します。

役所の仕事や人権などについて、
困りごと、悩みごとなどをお持ちの
人は、お気軽にお尋ねください。
▶開設日時　８月４日（火）

午前１０時～午後３時
▶開設場所

町中央公民館２階中会議室
▶相談担当者（予定）

町行政相談委員、町人権擁護委員、
行政評価事務所派遣職員ほか

※相談は無料で、秘密は堅く守ら
れます。

当日、都合の悪い人は、いつでも
行政相談に応じていますので、ご利
用ください。
町行政相談委員

小岸米子さん（下久具３５９－１）
（☎６２－０２８４）
公的機関　総務省三重行政評価事務

所行政相談課（〒５１４－００３３
津市丸の内２６番８号　津合同庁
舎３階）（☎０５７０－０９０１１０）

▶問 合 先
役場総務課（☎６２－１１１１）

子育て支援教室
『絵本の読み聞かせ・人形劇』を開催
▶開催日時　７月１７日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分
ごろ

▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない

お子さんとその保護者
▶内 容　絵本の読み聞かせ・人

形劇
▶受付時間　午前１０時１５分～
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期限　７月１４日（火）
▶申込・問合先　町子育て支援セン

ター（☎６３－００７０）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　７月２３日（木）

午後１時～３時
▶開催場所　県志摩庁舎衛生教育室
▶内 容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守ら
れます。
▽予約・問合先

伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７－５１４８）

犬を飼うときのマナー
「犬を放し飼いにしていて危ない」

「道路や公園、私有地でフンの後始
末をしていかない」など一部の飼い
主の無責任な行動による苦情の電話
がたくさん寄せられています。

犬の管理には、フンの後始末など
飼い主のモラルが問われることや、
時には咬傷事件などにより訴訟に至
るケースもあります。

犬も人も気持ちよく生活できるよ
う、日ごろから心がけましょう。
▶問 合 先

役場福祉保健課
（☎６２－２４１３）

第８回わたらい清流鮎釣り大会
参加者募集
町商工会では、地域振興事業の一

環として、「第８回わたらい清流鮎
釣り大会」を開催します。ぜひ、ご
参加ください。
▶開 催 日　７月１９日（日）
▶開催場所　度会町栗原地内
▶参加資格　宮川漁協の入川券を有

する方（当日入川券購入可）
▶参 加 費　２，０００円
（オトリ２尾、おにぎり・お茶付き）
▶募集期限　７月１０日（金）
▶募集人数　３０人
※参加者１０人以下の場合は中止
▶申込・問合先

度会町商工会（☎６２－１３１３）

調理師・製菓衛生師
試験を開催
▶試験日時　１０月２５日（日）　

午前１０時～正午
▶試験会場　三重大学（津市栗真町

屋町）、県尾鷲庁舎（尾鷲市坂場
西町）
▶受験申込受付
・調理師試験　８月３日（月）～

１２日（水）
・製菓衛生師試験　８月１３日（木）

～２１日（金）
詳しくはお問い合わせください。
▶問合先　県伊勢保健所保健衛生室

衛生指導課（☎２７－５１５１）

事業主の皆さんへ
雇用に関するお知らせ
経営環境が悪化している場合で

あっても・・・
◦産前産後休業の期間およびその後

３０日間の解雇は禁止されていま
す。また、妊娠中・産後１年以内
の解雇は「妊娠・出産・産前産後
休業取得等による解雇でないこ
と」を事業主が証明しない限り無
効となります。

◦妊娠または出産したこと、産前産
後休業または育児休業などの申し
出をしたこと、または取得したこ
となどを理由に、解雇その他不利
益な取扱いをすることは法律で禁
止されています。
事業主の皆さんにおいて、解雇そ

の他不利益な取扱いが禁止されてい
ることを認識し、取扱いされますよ
うご留意ください。
▶問 合 先

三重県労働局雇用均等室
（☎０５９－２２６－２３１８）
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Close Up わたらい

去る６月９日、度会小学校３年生の児童８７人が、
校外学習として役場を見学しました。

児童たちは各課をめぐり、町職員から役場のどこで
どんな仕事をしているかなどの説明を受け、真剣にメ
モをとっていました。

町商工会が「伊勢の山の贈り物　獅子と鹿を活用し
たお伊勢さんブランドづくり」として、農業被害を生
む猪・鹿を地域資源と位置づけ、獣肉を使った特産品
開発に取り組んでいます。

去る５月２９日には、当事業推進協議会の第１回目
の会議が開催され、委員である大学教授、いせしま森
林組合長、町商工会役員、地元猟友会役員、料理人、
産直市代表者など１８人が、先進地の事例、捕獲の際
の経験談、販路開拓や衛生面の問題などさまざまな意
見を出し合い、前向きに検討しました。

町商工会では、当面、９月の謝恩セールでの試作品
出品を目標に開発を進める予定です。

度会小学校３年生
役場を見学

度会町商工会
猪・鹿で特産品開発を目指す

去る５月３１日、役場庁舎前駐車場で、町消防団初
任者教養訓練が行われ、新たに消防団員となった９人
が参加しました。

小野団長から消防団員としての心得の訓話があり、
伊勢市消防署度会出張所職員と消防団幹部から、敬礼
や隊形の整列、ホース延長・収納、可搬消防ポンプの
取扱い訓練など、消防団員としての基本動作の指導を
受けました。

訓練を受ける皆さんの表情は真剣そのもので、会場
には終始緊迫した空気が流れていました。

去る６月７日、町商工会女性部（木本タヱ子部長）
部員１４人の皆さんが、わたらい緑清苑など町内７か
所にベゴニア・日々草・メランポジュームを植えた花
いっぱい運動のプランターを設置してくれました。

また、青年部（中井良幸部長）部員１６人の皆さんは、
町内のカーブミラー清掃や、女性部とともに空き缶、
空きびん、ペットボトルの回収を行ってくれました。

トラックいっぱいに集められた缶・びんは分別した
後に、町美化センターに運ばれました。

ご苦労さまでした。

度会町消防団初任者
教養訓練

度会町商工会
花いっぱい運動と町内美化運動を実施
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遊・友・YOUくらぶ

８月５日（水）
　　　ひよこグループ
８月３日（月）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用下さ
い。

地区巡回広場わたぼうし

８月　６日（木）
　町地域福祉センター一之瀬支所
　（旧南中村保育所）
８月２７日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
１１時３０分ごろ

内容：保育士による手遊び、自由遊
びなど

対象：保育所に行っていないお子さん

１歳６か月児健診
８月２６日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１９年１２月・平成２０

年１月生まれのお子さん

乳　児　健　診
８月２６日（水）

受付：午後１時１０分～
１時３０分

場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２１年６月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２１年１月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）
８月７日（金）

受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３－００７０）または役場福
祉保健課（☎６２－１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時
７月３日（金）・１７日（金）
午前１０時～午後４時
▶開催場所
役場１階第１会議室
▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－２４１
３）または伊勢・度会地区障害者
相談支援センター『ブレス』（☎
２０－６５２５）

7月の 町 税
固 定 資 産 税　第２期
国民健康保険税　第３期

※口座振替日は、７月２７日
（月）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子な
どを販売しています。多数のご来店をお待ち
しています。

産 バザールわたらい
直市　　　　　

▼
開
催
日
時

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
～
11
時

▼
開
催
場
所

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い

▼
問
合
先

役
場
産
業
建
設
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
６
）

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

Watarai Information
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今 シリーズ
夜の夕食

背の青い魚に含まれるＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）やＤ
ＨＡ（ドコサヘキサエン酸）には、中性脂肪やＬＤＬコレステロー
ル（悪玉）を減らし、ＨＤＬコレステロール（善玉）を増やす
働きがあると言われています。

今月は、カツオとゴボウを使った料理を紹介します。お弁当
の一品にぜひ加えてみてください。

度会町食生活改善推進協議会

旬の魚が主役の料理　カツオとゴボウの煮物

材料（４人分）
❶カツオは一口大に切って、塩を少々入れた湯でさっとゆで、

ザルにとる。
❷ゴボウは皮を包丁でこそげ、乱切りし、水につけてあくを

抜く。
❸鍋に水１カップとゴボウを入れて弱火で７～８分煮てから

調味料とカツオを加え、汁気がなくなるまで煮る。

作り方

カツオ ２００ｇ

ゴボウ ２００ｇ

唐辛子 １～２本

酒 ４分の１カップ

しょうゆ 大さじ２

みりん 大さじ２

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場
◦総務課 ６２−１１１１
◦政策調整室 ６２−２４２３
◦税務住民課
・住民係 ６２−２４１１
・税務係 ６２−２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２−２４１３
・支援係
　（地域包括支援センター）
 ６２−１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２−１１１２
◦生活環境課 ６２−２４１５
◦産業建設課
・農林係 ６２−２４１６
・振興係 ６２−２４１６
・建設係 ６２−２４２０
◦出納室 ６２−２４１０

◦議会事務局 ６２−１１１３
◦教育委員会事務局
 ６２−２４２２
◦夜間・休日宿日直室
 ６２−１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２−００７４
◦長原保育所 ６４−００２２
◦中之郷保育所 ６２−００７０
■地域交流センター
 ６３−００７０
■社会福祉協議会 ６２−１１１７
■わたらい緑清苑 ６２−２２００
■美化センター ６２−０２４９
■中央公民館 ６２−１５８８
■度会小学校 ６２−０００４
■度会中学校 ６２−０１９４
■バザールわたらい
 ６３−０３３３

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５

おめでた

おくやみ

５月中に届出のあった方（敬称略）
子の名前 保護者名 字名

北村　大
タイ

河
ガ

 勲 長　原
杉原　涼

リ

桜
オ

 勇基 平　生
登　　芽

メ

衣
イ

 知也 立　花
木澤　永

エイ

哲
テツ

 誠 麻加江
西村　和

カズ

馬
マ

 理 大野木
上島　渚

ナギサ

 義久 大野木
迫本　菜

ナ

那
ナ

 晃 棚　橋

５月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前 年齢 字名
中西　建生 ８２ 田　口
北村　昭輔 ７３ 長　原
飯田　辰雄 ８３ 田　間
牧田　次郎 ９６ 栗　原
岡谷　きし ９０ 五ケ町
寺嶋　忠雄 ８４ 脇　出
御村　清 ８６ 南中村
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次世代を担う子どもたち　一番茶を味わう
去る５月２８日、町茶業組合が、町内３保育所、度会小・

中学校で３７２人を対象に、「子どもたちに伊勢茶を飲ん
でもらおう会」を開催しました。

ペットボトルのお茶が普及する中、次世代を担う子ども
たちにリーフ茶に親しんでもらい、地産地消を推進しよう
と、今回初めて取り組みました。

度会小５年生のクラスでは、茶業組合員からお茶のいれ
方を教わり、実際に自分たちで急須からお茶をいれて味わ
い、「おいしい」「もう一杯飲みたい」など歓声を上げてい
ました。
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人　口 男　４,３８６（± ０） 出生　　６
女　４,７０５（＋ ４） 死亡　　８
計　９,０９１（＋　４） 転入　１８

世帯数２,８０３（＋ ９） 転出　１２

平成２１年５月３1日現在
(　 ) 内は前月比

伊勢工業高校建築科３年生の中西健人さん。
中西さんは、建築の勉強をする傍ら、スポーツが

大好きで、バスケットボールなどで体を動かしてい
ます。

★なぜ今の高校へ
親が建築関係の仕事をしていて、子どものころ
から親の働く姿を見て、自分も建築の仕事に就
きたいと思ったからです。

★学校生活は
自分の目標に向けた勉強ができるし、学校の行
事なども楽しく良い学校です。親身になってく
れる先生や、楽しい仲間と過ごす学校生活がも
う１年もないと思うと寂しいです。

★趣味・特技は
趣味はバスケットボールで、週に１回くらい社
会人の皆さんと一緒に活動しています。皆さん
とても優しくしてくれて、このままずっと続け
ていこうと思っています。

★休日の過ごし方は
町内のグラウンドで野球やサッカーをしたり、
釣りをしたりしています。とにかく体を動かし
たり、外で遊んだりすることが好きで、休日の
天気は自分にとって重要です。

★度会町の好きなところは
自然があふれているところです。

★度会町に望むことは
公園にいろんなスポーツができる施設を作って
欲しいです。
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（大野木）17歳◦Ｂ型

◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記

先にご紹介しました町商工会の取り組み「伊勢の山
の贈り物 獅子と鹿を活用したお伊勢さんブランドづ
くり」において、獣肉を使った試作品作りが進められ
ています。町の自慢である山や川からの恵みを活かし、
地域の活性化に向け真剣に取り組まれています。

ハンバーグにコロッケ。取材をさせていただきなが
ら、試食もさせていただきました。今後も開発は続き、
さまざまな商品の誕生が期待されます。
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